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Ｑ　

総
額
１
兆
７
３
２
５
億

円
余
の
新
年
度
一
般
会
計
予

算
案
は
、
前
年
度
対
比
０
・

７
％
増
、
う
ち
一
般
歳
出

ベ
ー
ス
で
は
２
・
３
％
増
と

な
っ
て
い
る
。
一
般
歳
出
が

地
方
財
政
計
画
の
０
・
９
％

の
伸
び
を
大
き
く
上
回
る
予

算
編
成
と
な
っ
た
理
由
は
。

Ａ　

当
初
予
算
案
で
は
、
九

州
北
部
豪
雨
災
害
の
復
旧
・

復
興
に
全
力
で
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
お
り
、
そ
の
対
策

予
算
と
し
て
公
共
事
業
費
、

災
害
復
旧
費
な
ど
２
４
４
億

円
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
本
県
の
一
般
歳
出
の
伸

び
率
が
地
方
財
政
計
画
の
伸

び
率
を
上
回
る
こ
と
と
な
っ

た
。

Ｑ　

保
健
医
療
介
護
部
の
医

師
・
看
護
職
員
確
保
対
策
室

を
改
組
し
、
福
祉
介
護
人
材

も
所
管
す
る
こ
と
や
福
祉
介

護
職
員
確
保
対
策
室
の
設
置

を
検
討
し
て
は
。

Ａ　

医
師
、
看
護
職
員
の
人

材
確
保
は
医
療
指
導
課
内
に

医
師
・
看
護
職
員
確
保
対
策

室
を
設
置
し
取
り
組
ん
で
い

る
。
介
護
職
員
は
高
齢
者
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
課
、
保
育

士
は
子
育
て
支
援
課
で
人
材

確
保
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

関
係
団
体
と
も
連
携
し
な
が

ら
現
行
体
制
の
下
、
役
割
を

果
た
し
て
い
く
。
介
護
人
材

の
確
保
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
た
め
、
執
行
体
制
を
充
実

強
化
し
て
き
た
が
、
今
後
も

事
業
の
進し
ん

捗ち
ょ
く、
効
果
の
検

証
、
業
務
量
、
役
職
の
必
要

性
を
踏
ま
え
、
対
策
室
の
設

置
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

九
州
北
部
豪
雨
災
害
を

踏
ま
え
、
被
災
し
た
た
め
池

を
ど
の
よ
う
に
復
旧
し
、
県

内
の
た
め
池
を
ど
の
よ
う
に

整
備
し
て
い
く
か
。

Ａ　

国
の
研
究
機
関
で
あ
る

農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合

研
究
機
構
や
専
門
家
な
ど
に

よ
る
農
業
農
村
工
学
会
調
査

団
と
の
意
見
交
換
で
、
豪
雨

時
の
た
め
池
の
安
全
性
の
確

保
に
は
、
水
位
調
整
を
行
う

洪
水
吐ば
き

の
規
模
・
構
造
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
と
の
意
見

を
得
た
。
こ
の
よ
う
な
意
見

を
踏
ま
え
、
洪
水
吐
の
改
良

が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
昨
年
、
国
の
災
害
査

定
を
受
け
、
規
模
や
構
造
の

見
直
し
が
認
め
ら
れ
た
。
現

在
、
県
と
朝
倉
市
が
工
事
の

着
手
に
向
け
地
元
と
協
議
し

て
い
る
。

　

今
後
の
た
め
池
の
整
備

は
、
洪
水
吐
を
、
豪
雨
時
に

下
流
に
水
を
流
せ
る
規
模
に

す
る
と
と
も
に
、
流
木
等
が

閉へ
い

塞そ
く

し
な
い
構
造
と
す
る
よ

う
、
現
場
条
件
を
確
認
し
、

関
係
市
町
村
や
地
元
と
協
議

の
上
、
整
備
を
進
め
る
。
今

回
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
、

た
め
池
の
維
持
管
理
が
適
切

に
行
え
る
よ
う
、
来
年
度
か

ら
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
、

た
め
池
の
水
位
や
雨
量
の
情

報
を
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
現

地
に
行
か
ず
に
随
時
把
握
で

き
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
や
、

そ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

水
管
理
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
に
取
り
組
む
。

Ｑ　

本
県
の
雇
用
労
働
情
勢

に
つ
い
て
の
認
識
、
将
来
を

見
据
え
た
政
策
の
大
き
な
方

向
性
を
知
事
に
尋
ね
る
。

Ａ　

本
県
の
雇
用
労
働
情
勢

は
着
実
に
改
善
し
て
い
る

が
、
職
種
に
よ
っ
て
差
が
あ

る
。
少
子
化
に
よ
る
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
で
人
手
不
足

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
企

業
と
求
職
者
と
の
間
の
マ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
の
充
実
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。
少
子
化
の

中
で
持
続
的
な
経
済
活
動
を

行
っ
て
い
く
た
め
に
は
誰
も

が
活
躍
で
き
る
社
会
を
実
現

し
、
一
人
一
人
の
労
働
生
産

性
の
向
上
が
必
要
。
新
年
度

は
企
業
に
働
き
方
改
革
を
宣

言
・
実
行
し
て
い
た
だ
く

「F
U
K
U
O
K
A

・
よ
か
ば
い
・

か
え
る
ば
い
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」を
展
開
す
る
。
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
満
た

す
魅
力
あ
る
職
場
を
構
築
す

る
こ
と
で
、
県
内
企
業
の
持

続
的
な
経
済
活
動
を
支
援
し

て
い
く
。

Ｑ　

九
州
北
部
豪
雨
被
災
地

で
の
人
員
確
保
、
事
業
主
体

の
異
な
る
事
業
の
連
携
に
つ

い
て
知
事
に
見
解
を
問
う
。

Ａ　

復
旧
・
復
興
事
業
を
よ

り
迅
速
に
進
め
る
に
は
職
員

の
確
保
が
重
要
で
、
将
来
の

退
職
者
数
を
見
据
え
た
前
倒

し
採
用
も
含
め
、
臨
時
試
験

で
58
人
を
追
加
募
集
し
た
。

九
州
地
方
知
事
会
等
に
も
職

員
派
遣
を
要
請
し
て
い
る
。

　

多
く
の
復
旧
事
業
が
隣
接

し
て
同
時
並
行
的
に
行
わ
れ

る
こ
と
か
ら
事
業
主
体
間
の

連
携
が
こ
れ
ま
で
に
な
く
重

要
と
な
る
。
発
災
直
後
か
ら

県
の
農
林
水
産
部
と
県
土
整

備
部
は
連
携
し
て
き
た
が
、

咋
年
９
月
に
は
さ
ら
に
両
部

で
「
朝
倉
・
東
峰
災
害
復
旧

拡
大
連
絡
会
議
」
を
設
置
し

た
。
今
後
、
本
格
化
す
る
復

旧
事
業
で
は
、
連
絡
会
議
を

通
じ
て
河
川
と
農
地
の
復
旧

計
画
の
調
整
、
事
業
間
に
お

け
る
効
率
的
、
効
果
的
な
施

工
順
序
の
検
討
な
ど
で
よ
り

一
層
の
連
携
を
図
っ
て
い

く
。

Ｑ　

郷
土
の
偉
人
の
顕
彰
活

動
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
か
。
郷
土
の
偉
人
の
功

績
な
ど
を
学
校
現
場
で
伝
え

て
ほ
し
い
。

Ａ　

郷
土
の
先
人
を
し
の

び
、
そ
の
偉
業
を
た
た
え
る

慰
霊
祭
や
相
撲
大
会
、
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
顕
彰
活

動
は
、
子
ど
も
た
ち
が
郷
土

の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
学
ぶ

と
て
も
良
い
機
会
。
ふ
る
さ

と
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
む

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

将
来
、
国
際
社
会
で
活
躍
で

き
る
日
本
人
の
育
成
に
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
と
同
時

に
、
わ
が
国
や
郷
土
の
歴
史

等
へ
の
深
い
理
解
と
社
会
の

発
展
に
貢
献
す
る
高
い
志
を

持
た
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
県
教
育
委
員
会
は
、
今

後
と
も
「
郷
土
の
人
物
伝
」

等
の
学
習
資
料
等
を
活
用
し

た
効
果
的
な
指
導
が
積
極

的
・
計
画
的
に
行
わ
れ
る
よ

う
教
員
研
修
等
を
通
し
て
指

導
し
て
い
く
。

Ｑ　

昨
年
５
月
に
大
規
模
火

災
を
引
き
起
こ
し
た
嘉
麻
市

の
産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
業

者
が
今
年
２
月
、
事
業
廃
止

届
出
書
を
提
出
し
た
。
事
業

者
の
責
任
を
問
い
、
大
量
の

廃
棄
物
を
ど
の
よ
う
な
方
法

で
撤
去
さ
せ
る
の
か
。
県
内

に
は
中
間
処
理
業
者
３
４
５

事
業
所
と
最
終
処
分
場
30
カ

所
が
あ
る
。
監
視
指
導
体
制

の
強
化
で
来
年
度
当
初
予
算

案
に
ド
ロ
ー
ン
５
機
の
費
用

を
計
上
し
て
い
る
が
、
ど
う

活
用
す
る
の
か
。

Ａ　

行
政
代
執
行
に
よ
る
公

費
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、

ま
ず
は
中
間
処
理
業
者
に
撤

去
を
強
く
求
め
て
い
く
と
と

も
に
、
廃
棄
物
処
理
法
に
基

づ
き
排
出
事
業
者
の
責
任
も

追
及
す
る
。
立
ち
入
り
検
査

で
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
、
撮

影
し
た
写
真
の
３
Ｄ
解
析
や

赤
外
線
カ
メ
ラ
の
機
能
に
よ

り
、
不
適
正
処
理
の
早
期
発

見
や
火
災
事
故
の
未
然
防
止

を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ　

県
は
観
光
振
興
施
策
に

係
る
財
源
を
有
識
者
会
議
で

検
討
す
る
と
し
て
、
新
年
度

予
算
案
に
１
７
６
万
円
余
を

計
上
。
有
識
者
会
議
の
設
置

は
評
価
す
る
が
、
昨
年
２
月

議
会
の
答
弁
で
は
新
た
な
税

制
に
消
極
的
で
あ
っ
た
知
事

が
、突
然
、積
極
的
に
変
わ
っ

た
よ
う
に
見
え
る
。

Ａ　

昨
年
２
月
は
、
宿
泊
税

の
導
入
は
検
討
す
べ
き
課
題

が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
な
ど

か
ら
動
向
を
注
視
す
る
旨
を

答
え
た
。
同
７
月
に
県
観
光

振
興
指
針
を
策
定
。
国
が
同

12
月
に
導
入
方
針
を
決
定
し

た
国
際
観
光
旅
客
税
に
全
国

知
事
会
が
求
め
た
一
定
割
合

の
地
方
配
分
が
盛
り
込
ま
れ

な
か
っ
た
状
況
等
を
踏
ま

え
、
県
独
自
の
安
定
的
な
財

源
が
必
要
と
考
え
た
。
有
識

者
会
議
は
本
年
夏
ご
ろ
ま
で

に
設
置
。
必
要
な
施
策
と
財

源
等
を
検
討
し
、
来
年
度
内

に
は
中
間
取
り
ま
と
め
を
行

い
た
い
。

Ｑ　

公
立
学
校
に
勤
務
す
る

常
勤
講
師
（
非
正
規
）
の
給

料
月
額
の
上
限
撤
廃
を
含
め

た
給
与
体
系
の
改
正
と
、
課

外
授
業
の
適
正
化
に
つ
い
て

教
育
長
に
尋
ね
る
。

Ａ　

力
量
あ
る
常
勤
講
師
を

確
保
す
る
に
は
経
験
に
見

合
っ
た
給
与
水
準
で
任
用
す

る
必
要
が
あ
り
、
昨
年
９
月

の
人
事
委
員
会
報
告
も
踏
ま

え
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

課
外
授
業
の
適
正
化
で

は
、
同
11
月
に
留
意
事
項
を

各
学
校
に
通
知
。
管
理
職
に

は
延
べ
６
回
、
趣
旨
を
説
明

し
た
。
各
学
校
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
等

と
も
協
議
し
、
適
切
な
実
施

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
生
徒
・
保
護
者
に
対
す

る
参
加
意
思
の
確
認
方
法
、

正
規
の
教
育
課
程
と
の
区
分

状
況
な
ど
に
つ
い
て
実
態
調

査
を
実
施
。
４
月
末
ま
で
に

取
り
ま
と
め
、
必
要
な
指
導

を
行
い
、
課
題
の
あ
る
学
校

に
つ
い
て
は
新
年
度
以
降
、

適
正
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

Ｑ　

既
婚
未
婚
を
問
わ
ず
、

多
様
な
生
き
方
を
認
め
合
う

社
会
構
築
へ
の
施
策
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

Ａ　

未
婚
で
あ
る
こ
と
だ
け

で
な
く
、
女
性
、
障
が
い
の

あ
る
人
、
性
的
少
数
者
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
る
偏

見
や
差
別
を
な
く
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
。
互
い
に
多
様

性
を
認
め
合
い
、
県
民
一
人

一
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
の
実
現
が
重
要
で
あ

る
。

　

現
在
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
放

映
や
パ
ネ
ル
展
示
、
県
民
講

座
の
開
催
、
人
権
問
題
を
専

門
と
す
る
研
修
講
師
の
派
遣

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活

動
を
し
て
い
る
。今
後
と
も
、

一
人
一
人
が
か
け
が
え
の
な

い
存
在
と
し
て
尊
重
さ
れ
る

社
会
の
構
築
に
向
け
、
そ
の

教
育
と
啓
発
に
取
り
組
む
。

Ｑ　

２
０
１
４
年
に
環
境
省

か
ら
公
表
さ
れ
た
「
低
濃
度

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
廃
棄
物
に
関
す

る
測
定
方
法
」
で
は
、
橋
き
ょ
う

梁り
ょ
う

等
の
除
膜
く
ず
に
つ
い

て
測
定
方
法
が
示
さ
れ
た
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
無
害
化
処
理
認
定
施

設
で
処
理
す
る
た
め
に
は
、

こ
の
方
法
で
Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
量

を
測
定
し
、
上
限
濃
度
以
下

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
内

に
存
在
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物

は
「
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
適
正

な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」
で
27
年
３
月
31

日
ま
で
に
処
理
を
終
え
る
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ

の
混
入
が
確
認
さ
れ
た
鋼
製

橋
梁
等
の
剥
離
塗
膜
く
ず
、

す
な
わ
ち
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

棄
物
は
、
無
害
化
処
理
認
定

施
設
等
で
の
処
分
が
完
了
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
県
の

今
後
の
対
応
を
尋
ね
る
。

Ａ　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
で

は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
保
管

事
業
者
は
、
そ
の
種
類
に
応

じ
て
定
め
ら
れ
た
期
限
ま
で

に
確
実
か
つ
適
正
に
処
分
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
県

で
は
、
橋
梁
の
塗
り
替
え
に

当
た
っ
て
発
生
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ

廃
棄
物
は
こ
れ
ま
で
も
適
正

に
処
分
し
て
き
た
が
、
今
後

と
も
、
人
の
健
康
保
護
お
よ

び
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
、

法
令
に
の
っ
と
っ
て
適
正
に

処
分
し
て
い
く
。

Ｑ　

英
語
教
育
で
は
外
国
人

の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
の
活
用
が
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
。
小
学
校
に
お

け
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配
置
状
況
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
問

う
。

Ａ　

現
在
、
54
市
町
村
に
お

い
て
計
１
７
４
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

が
任
用
さ
れ
、
小
学
校
で
も

活
用
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の

英
語
教
育
の
教
科
化
・
早
期

化
に
伴
い
、
小
学
校
に
お
け

る
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
必
要
性
が
高
ま

る
こ
と
か
ら
、
地
方
財
政
措

置
に
基
づ
き
適
切
な
配
置
が

な
さ
れ
る
よ
う
市
町
村
に
強

く
促
し
て
い
く
。
市
町
村
に

よ
る
配
置
が
十
分
と
は
い
え

な
い
小
学
校
に
は
、
県
が
任

用
し
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
優
先

し
て
派
遣
し
、
適
切
な
英
語

教
育
を
実
施
し
て
い
く
。
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会
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（柳川市）


